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１．はじめに 

電子メディアを介したコミュニケーショ

ンの多くは，電子メールなど文字中心のや

りとりである．そのため，感情の伝達が難

しく誤解が生じやすい．筆者らは，本研究

を，電子メディアコミュニケーションにお

いて感情的な誤解を避け，よりよい感情コ

ミュニケーションになるための方策を探る

基礎研究と位置づける．本稿では，若者を

中心に近年広く普及した電子メディアであ

る，携帯メールに着目した． 
本研究は，携帯メールのコミュニケーシ

ョンでの感情的な方略に注目している．筆

者らは，これをコミュニケーション過程に

当てはめて，“自身に生じた感情を，コミュ

ニケーションの相手にどのように伝え，相

手にどのような感情が生じることを期待す

るか，そのことにより自身の感情はどのよ

うに変化するか”という自分と相手との感

情的な側面に関する相互関係を，感情方略

と名づけた． 
 
２．目的 

携帯メールコミュニケーションにおいて

四種類の感情 (喜び，悲しみ，怒り，罪悪) が
喚起する場面を設定し，それぞれの場面で

どのような感情方略が見られるか調べた．

具体的には，上記の感情方略の中で，“自身

に生じている感情をどのように相手に伝え

るか，そして，相手にどのような感情が生

じることを期待するか”という関係の検討

を行った． 
 
３．方法 

情報処理関連の科目を履修していた 91
名の大学生 (男性 56 名，女性 35 名，平均

19.3 歳，レンジ 18－27 歳) が，被験者と

して実験に参加した．上記の四種類の感情

それぞれを喚起することを想定した内容の

メッセージを，親しいクラスメイトから携

帯メールで受け取った状況を設定し，返信

メールの作成とともに以下に述べる感情に

関する質問紙に回答を求めた． 
本実験では，被験者の感情面について，

次の三種類の側面をそれぞれ質問紙で尋ね

た．(1) 携帯メールを受け取ったとき，自分

に生じる感情の程度 (感情状態)，(2) 相手

に返信メールを送信するとき，相手に伝え

たい自分の感情の程度 (感情意図)，(3) 返
信メールを読んだ相手に生じてほしい感情

の程度 (感情期待)．これらの各質問紙では，

四種類の感情について，それぞれ 5 段階評

定 (1．まったく当てはまらない，5．とて

も当てはまる) で尋ねた．例えば，感情状

態の喜びでは「あなたは相手からの携帯メ

ールによって，喜びの感情を生じた」，また，

感情意図の喜びでは「あなたは返信メール

によって相手に喜びの感情を伝えたい」，感

情期待では「あなたは返信メールによって

相手に喜びの感情が生じてほしい」という

項目に，被験者は上記の 5 段階評定で回答

した． 
 
４．分析 

携帯メールコミュニケーションにおける

四種類の感情 (喜び，悲しみ，怒り，罪悪) 喚
起場面それぞれで，どのような感情方略が

見られるか調べるために，統計ソフトウェ

ア SPSS14.0 を使用し，各状況で四種類の

感情それぞれについて感情状態，感情意図，

感情期待の三つのデータを変数としたクラ

スター分析を実施した． 



５．結果と考察 

１）喜びの状況 
・ 自身に生じた喜びの感情を相手に同程

度伝え，相手にも喜びが同程度生じるこ

とを期待する． 
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図１ 喜び状況の喜びのクラスター 

 
２）悲しみの状況 
・ 自身に生じた悲しみの感情を相手に同

程度伝え，相手にも悲しみが同程度生じ

ることを期待する． 
・ 自身に生じた悲しみの感情を相手に抑

えて伝え，相手には悲しみが生じること

を期待しない． 
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図２ 悲しみ状況の悲しみのクラスター 

 
３）怒りの状況 
・ 自身に生じた悲しみの感情を相手に同

程度伝え，相手にも悲しみが同程度生じ

ることを期待する． 
・ 自身に生じた悲しみの感情を相手に抑

えて伝え，相手には悲しみが生じること

を期待しない． 
・ 自身に生じた怒りの感情を相手にほぼ

同程度伝え，相手に罪悪の感情が高く生

じることを期待する． 
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図３ 怒り状況の悲しみのクラスター 
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図４ 怒り状況の怒りのクラスター 

 
４）罪悪の状況 
・ 自身に生じた罪悪の感情を相手に同程

度伝える． 
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図５ 罪悪状況の罪悪のクラスター 

 
結果から，喜びや罪悪の状況では一つの

感情方略が見られた一方，悲しみや怒りの

状況では複数の感情方略が見られた．すな

わち，悲しみや怒りでは，感情伝達がより

複雑になり，感情的な誤解につながる可能

性があると考えられる． 
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